
 

Fig1. Weather map of 9 am January 14, 2013 
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1．はじめに 

山岳域での土砂移動現象は、気象条件に大きく依存するとされており、気象条件の変化は、土

砂移動現象に変化を引き起こす可能性がある。内田ほか（1992）では、冬季の山岳域において発

生する表層土壌の凍結融解現象や、強雨時の地表流によって引き起こされる表面侵食など、気象

変化に影響を受けた土砂移動現象が発生すると指摘している。そこで本研究では、山岳域におい

て森林伐採という人工的な気象改変を実施し、伐採がもたらす冬季の微気象変化を観測によって

明らかにし、それに伴う表層土壌への影響を検討する。 

 

2．調査地・調査方法 

 調査地は、静岡県北部に位置する筑波大学農林技術センター井川演習林内の 1974 年に植栽さ

れたヒノキ人工林約 2.0ha である。標高は 1180m～1310m、西向き斜面で、調査地の半分の約 1.0ha

を 2012 年 3 月から同年 9 月にかけて伐採し「皆伐区」とした。そして残りの約 1.0ha を「非皆

伐区」として残した状態で、2012 年 12 月から翌年 3 月までの冬季期間中に比較観測を行った。

両地区では、気温、降水量、放射量等の気象観測を行い、伐採前後の「皆伐区」における微気象

の比較と、伐採後の「皆伐区」と「非皆伐区」の微気象の比較から、森林伐採が冬季の山岳斜面

に与える影響を検討した。また、長期的な井川演習林周辺の気候特性を把握するために、井川

AMeDAS や演習林内に設置されている気象測器等によって得られる気象情報を解析した。 

 

3．結果 

 井川演習林周辺の気候特性を見るために、過去の井川 AMeDAS の気象情報を解析した。その

結果、冬季期間において井川に 30mm/d 以上の降水が生じる総観規模擾乱は、その半分以上が南

岸低気圧であった。また、2012/13 冬季において、図 1 の 1月 14日のように、調査地点で 10cm

以上の積雪を観測した際の擾乱も、そのほとんどが南岸低気圧通過時であった。 

調査地の森林伐採による森林の有無から降水量の差と降水形態の違いについて評価した。伐採

後の 2区間で観測されたデータによると、林内の冬季期間の総降水量は 544mm で、皆伐区（林

外）の総降水量の 907mm と比べて、60%に低下した。これ

は日データにおいても平均的に減少する。一方、林外降雨で

標高の違う井川 AMeDAS の降水量は 421mmで、皆伐区に比

べ 46.4%であった。これも日データで見ると平均的に差が生

じている。このことから流域内の降水は標高が高いほど増大

することが示された。積雪後の地表面状態を把握するために

ガーデンウォッチカメラで 2 地点を比較すると、林内・林内

とも着雪日はほぼ同じだが、林内の残雪期間が長くなった。

林冠による日射の遮断による影響であり、降水強度にもよる

が 3～5 日程度長くなった。今後は、こうした微気象の変化

が表層土壌に与える影響について検討していく。 
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